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はじめに｜日建連の建築BIMロードマップ
目標 ▷ 2025年：BIMを中心とした業務スタイルの確⽴｜2030年：BIMを中心とした業務スタイルの定着

建築本部 建築BIM合同会議にて討議（構成部会：設計企画部会・施工部会・設備部会・BIM部会）

建築

BIM
(設計・施工・

維持管理・

運用）

⚫ 設計施工一貫方式におけるBIMの

ワークフロー（第4版：2026.6公開予定）

❶ 「生産性向上」の取り組みとBIMの関

 係性

❷ 設計段階における設計部門と施工部

    門の共創（例）（2026.6に公開予定）

設計

BIM

⚫ 設計BIMモデルガイド（2024.6）

施工

BIM

⚫ 施工BIMのスタイル（2021.3）

❷ 鉄骨工事における設計者と施工者

   の共創（例）（2026.4に公開予定）

    ❷ 設備工事における設計者と施工者

の共創（例）（2026.6に公開予定）

❸ 施工BIMの活用ガイド（第4版：

 2026.4に公開予定）

人材

教育

⚫ 日建連BIMセミナー（2026.6開催予定）

⚫ 施工BIMのインパクト（2026.12）

⚫ 日建連会員企業 BIM動向調査

（2025年度）（2026.6に公開予定）

⚫ 建築BIM事例集2026（2027.3に公開

予定）

主な成果物（公開日）定着に向けたロードマップ 文字は今回のご紹介内容

▲ 日建連のロードマップ

2025 2030

全般・共通分野

設計分野

設計・施工間

施工分野

維持管理・運用分野

人材育成・教育分野
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❶ 設計施工一貫方式におけるBIMワークフロー
会員企業の多くは、生産現場における生産性向上の取り組みにおいてBIMは必要不可欠と考えています。着手

している取り組みではBIMが第１位であり、効果的な取り組みとの評価もあります。

第１位｜BIM

第２位｜設計施工一貫方式の受注拡大

第２位｜アウトソーシングサービスの活用

BIMの取り組み状況｜「生産性向上のために着手している取り組み」より

2023年度実績

2024年度実績

▲ 生産性向上のために着手している取り組み（BIMの割合）

（N=88）

生産性向上のために着手している取り組み（順位） 特に効果的だった取り組み（上位３項目選択）

第１位｜アウトソーシングサービスの活用

第２位｜BIM

第２位｜設計施工一貫方式の受注拡大

出典：『生産性向上推進要綱 2024年度フォローアップ報告書』（2025.12）
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❷ 設計部門と施工部門の共創（ワークフローを提唱）

BIMや設計施工一貫方式が生産性向上の取り組みの上位になっており、設計段階から設計部門と施工部門が共

創する業務の進め方に注目が集まっています。そのため業務の手順を示すワークフローが重要になります。

設計段階｜設計‐施工 設計段階｜設備‐建築 設備工事｜設計‐施工 鉄骨工事｜設計‐施工

◎ 設計部門（意匠・構造・設備）と施工部門（元請・専門工事会社）がプロジェクトの特性・目的に合わせて、業務

を開始する前にワークフローを立案すること、が肝要です

◎ 参加者のすべてが効果を享受できるストーリー（ワークフロー）の立案が必要です

◎ 詳細な解説：「2026年度日建連BIMセミナー」（６月開催予定）にて解説をします

※各種ワークフローは６月中頃に日建連HPに掲載（予定）｜※鉄骨工事は4月上旬（予定）

※各種ワークフローは日建連の『設計施工一貫方式におけるBIMワークフロー』に反映いたします。現在、改訂作業

をすすめており、2026年6月に（第4版）として公開を予定しています。

▲ ワークフロー（例） ▲ ワークフロー（例） ▲ ワークフロー（例） ▲ ワークフロー（例）

参考資料❶ 参考資料❷作成中 作成中
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参考資料❶｜BIMによる設計部門と施工部門の共創（例）

2026年6月に日建連HPにて公開（予定）
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参考資料❷｜鉄骨工事編 BIMによる設計部門と施工部門の共創（例）

2026年4月に日建連HPにて公開（予定）
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❸ 『施工BIMの活用ガイド（第４版）』の公開
日常の施工管理業務におけるBIM活用の手引きとして、24項目の「活用レシピ」を公開しています。BIM部会

参加企業の実践からの気づきや要点などを反映させて活用メニュを整理しています。

本文の内容｜2026年4月上旬に日建連HPに掲載（予定）

▲ 施工BIMの活用ガイド（第４版）

◎ 第1版～第3版の

マイナーアップデート

◎ 用語の見直し

◎ 「BIM活用レシピ」

第2版12項目＋

第3版12項目を取

組み順に並び替え

◎ 「表紙」「はじめに」

「使い方」更新

◎ 「インデックス」「日

常業務にお け る

BIMモデル活用」

更新

◎ 「目標設定シート」

を参考資料として

巻末に掲載

参考資料❸
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参考資料❸｜施工BIMの活用ガイド（第4版）

2026年4月に日建連HPにて公開（予定）
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参考資料❸｜活用メニュー（部分）24項目を解説

2026年4月に日建連HPにて公開（予定）



9©2026 一般社団法人 日本建設業連合会

おわりに｜2026年度の展開（主な活動計画）
建築BIM合同会議・BIM部会などにおいては、設計と施工の部門を横断した議論を続けていきます。今後も提

言や事例紹介などを通じて、BIMを活用した業務の定着が進むような情報の発信や情報共有の場を設けます。

ワークフローの公開・周知

• 設計段階における設計部門と施工部門の共創（ワークフロー）への共感に向けた周知活動を継続します

▷設計段階における設計部門と施工部門の共創（例）｜設備工事（例）｜鉄骨工事（例）

▷総合建設会社だけでなく専門工事会社などにも効果を感じていただけるワークフローが必要

2035年・2050年に向けてBIMのあり方を討議

• 日建連の「長期ビジョン2.0」や「生産性向上推

進要綱2.0」の方針に合わせた課題解決に向けた

取り組みを進めます

教育・啓発活動

• 「2026年度日建連BIMセミナー」において、ワークフローの周知・解説をおこないます

▷開催日（予定）：2026年6月19日（金）13:00-17:00（予定）、オンライン開催

• 『建築BIMのスタイル 事例集2026』の編集・公開（2027年3月末公開予定）

▷「施工BIM」だけでなく「設計BIM」や「設備BIM」の事例を新たに加えて刊行します

▲ 長期ビジョン2.0(2025.7) ▲ 生産性向上推進要綱2.0(2025.12)
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各種資料の入手先｜日建連 - BIM部会HP
▲ BIM部会
（日建連HP）

▲ ロードマップ

▲ BIMモデル承認（鉄骨FAB）

▲ BIM実態調査2023

▲ 設計BIMモデルガイド

▲ 設計施工一貫方式における
BIMワークフロー

▲ 施工BIMの活用ガイド

▲ EIR/BEP




	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11

